
(57)【要約】

【課題】　カーテンのひだ山およびひだ谷に綺麗な円弧

形状が得られ、カーテンに美しいひだが得られるカーテ

ン用芯地を提供する。

【解決手段】　低融点のウーリー糸からなる縦糸２、ポ

リエステルのモノフィラメントからなる第１横糸３，ポ

リエステルのモノフィラメントからなる第２横糸４を織

成して構成された芯地１の幅方向の一端側に、前記縦糸

２とは反発力が異なる縦糸４を織成して残余部分５とは

反発力が異なる異反発力領域７を形成した。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
カ ー テ ン の 上 部 に 縫 い 込 ま れ る カ ー テ ン 用 芯 地 に お い て 、
　 前 記 芯 地 の 幅 方 向 の 少 な く と も 一 端 側 に 、 芯 地 の 残 余 部 分 と は 反 発 力 が 異 な る 異 反 発 力
領 域 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る カ ー テ ン 用 芯 地 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 異 反 発 力 領 域 が 、 芯 地 の 残 余 部 分 よ り も 反 発 力 が 大 き な 強 反 発 力 領 域 で あ る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の カ ー テ ン 用 芯 地 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 強 反 発 力 領 域 が 、 芯 地 の 残 余 部 分 の 縦 糸 よ り も 反 発 力 が 大 き な 縦 糸 を 織 り 込 ん で 構 成
さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の カ ー テ ン 用 芯 地 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 強 反 発 力 領 域 が 、 芯 地 の 幅 方 向 の 両 端 側 に 設 け ら れ 、 か つ 、 そ の 反 発 力 を 芯 地 の 両 端
側 で 異 な ら せ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ま た は ３ に 記 載 の カ ー テ ン 用 芯 地 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 残 余 部 分 の 縦 糸 が 熱 融 着 糸 と ウ ー リ ー 糸 で 構 成 さ れ 、 前 記 横 糸 が ポ リ エ ス テ ル の モ ノ
フ ィ ラ メ ン ト か ら な る 第 １ 横 糸 お よ び ポ リ エ ス テ ル の モ ノ フ ィ ラ メ ン ト か ら な る 第 ２ 横 糸
の 交 互 織 で 構 成 さ れ 、 前 記 強 反 発 力 領 域 を 構 成 す る 縦 糸 が ポ リ エ ス テ ル の モ ノ フ ィ ラ メ ン
ト で 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ か ら ４ の い ず れ か に 記 載 の カ ー テ ン 用 芯 地
。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 強 反 発 力 領 域 を 構 成 す る 縦 糸 が 、 ポ リ エ ス テ ル の 扁 平 状 モ ノ フ ィ ラ メ ン ト で 構 成 さ れ
て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ か ら ５ の い ず れ か に 記 載 の カ ー テ ン 用 芯 地 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 強 反 発 力 領 域 を 構 成 す る 縦 糸 の 幅 方 向 の 端 部 に 、 少 な く と も １ 本 の 低 融 点 の ウ ー リ ー
糸 を 織 り 込 ん だ こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ か ら ６ の い ず れ か に 記 載 の カ ー テ ン 用 芯 地 。
【 請 求 項 ８ 】
芯 地 が 織 物 又 は 編 物 で 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ７ の い ず れ か 記 載 の カ ー
テ ン 用 芯 地 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は カ ー テ ン 用 芯 地 に 関 し 、 特 に カ ー テ ン の 上 部 に 縫 い 込 ん で カ ー テ ン を カ ー テ ン
レ ー ル に 吊 り 下 げ た 場 合 に 、 カ ー テ ン に 美 し い ひ だ を 形 成 す る こ と が で き る カ ー テ ン 用 芯
地 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 横 方 向 に 開 閉 す る カ ー テ ン は 、 そ の 上 端 部 に カ ー テ ン 生 地 よ り も 反 発 力 が 大 き な （ 腰 の
強 い ） 芯 地 を 縫 い 込 ん で 、 カ ー テ ン 上 端 部 に 所 定 間 隔 で ひ だ （ 襞 ） を 形 成 し 、 こ の ひ だ の
部 分 に 背 後 か ら カ ー テ ン 吊 り 具 を 取 り 付 け て 、 カ ー テ ン 吊 り 具 を カ ー テ ン レ ー ル に 吊 り 下
げ る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 典 型 的 な カ ー テ ン 用 芯 地 ５ ０ は 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 縦 糸 ５ １ と 横 糸 ５ ２ と を 織 成 し 、
加 熱 成 形 し た も の で 、 次 の よ う な 種 類 が あ る 。
（ １ ） 高 反 発 品 ： 高 反 発 力 の 縦 糸 ５ １ お よ び 横 糸 ５ ２ を 格 子 状 に 織 っ た 織 物 で 、 通 常 、 機
　 　 　
械 織 で あ る が 、 高 級 品 で は 手 織 り も あ る 。
（ ２ ） 低 融 点 品 ： 縦 糸 ５ １ お よ び 横 糸 ５ ２ に 低 融 点 糸 を 使 用 し た も の 。
（ ３ ） 上 級 品 ： 縦 糸 ５ １ お よ び 横 糸 ５ ２ に 低 反 発 力 の 糸 を 使 用 し た も の 。
ま た 、 不 織 布 を 裁 断 し た 不 織 布 品 も あ る 。 そ し て 、 対 象 と す る カ ー テ ン 生 地 の 腰 の 強 さ に
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応 じ て 、 そ の 縦 糸 お よ び ／ ま た は 横 糸 の 材 質 、 断 面 積 、 断 面 形 状 、 織 込 量 な ど が 適 宜 選 定
さ れ て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ が 、 上 記 の カ ー テ ン 用 芯 地 は 、 い ず れ も カ ー テ ン 生 地 の 腰 の 強 さ と 、 カ ー テ ン 芯
地 の 反 発 力 と の 最 善 の 組 み 合 わ せ を 得 る こ と が 困 難 で あ り 、 図 １ ０ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、
カ ー テ ン ６ ０ の ひ だ 山 ６ １ が 綺 麗 な 円 弧 状 に な ら な か っ た り 、 図 １ ０ （ Ｂ ） に 示 す よ う に
、 カ ー テ ン ６ ０ の ひ だ 谷 （ ひ だ 山 ６ １ と ひ だ 山 ６ １ の 間 の 部 分 ） ６ ２ が 綺 麗 な 円 弧 状 に な
ら な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 す な わ ち 、 （ １ ） の 高 反 発 品 は 、 カ ー テ ン の ひ だ （ 襞 ） 山 ６ １ 部 分 に は 美 し い 円 弧 状 が
得 ら れ る が 、 ひ だ 谷 ６ ２ 部 分 は 芯 地 の 反 発 力 が 大 き 過 ぎ て 、 カ ー テ ン レ ー ル に 吊 り 下 げ た
場 合 に 、 ひ だ 谷 ６ ２ が カ ー テ ン の 前 面 側 に 凸 状 に な っ た り 、 カ ー テ ン の 後 面 側 に 凸 状 に な
っ た り す る 不 都 合 が あ り 、 ま た 、 カ ー テ ン の ひ だ 山 ６ １ 部 分 を 片 側 に 引 き 寄 せ た 場 合 に 、
芯 地 の 大 き な 反 発 力 に よ っ て ひ だ 谷 ６ ２ 部 分 が 移 動 し て 、 カ ー テ ン を 美 し く 寄 せ 溜 め る こ
と が で き な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 （ ２ ） の 低 融 点 品 は 、 （ １ ） の 高 反 発 品 よ り も 反 発 力 が 小 さ い の で 、 ひ だ 山 ６ １
を 作 り 易 い 利 点 は あ る が 、 ひ だ 山 ６ １ 部 分 を 重 ね 合 わ せ て 置 い た 場 合 に 、 ひ だ 山 ６ １ 部 分
が 潰 れ て 商 品 価 値 が 低 く な る と い う 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 （ ３ ） の 上 級 品 は 、 （ １ ） の 高 反 発 品 よ り は 反 発 力 が 小 さ い の で 、 ひ だ 谷 ６ １ 部
分 の 形 状 が 綺 麗 に で き る が 、 カ ー テ ン の ひ だ 山 ６ １ 部 分 を 重 ね て 置 い た 場 合 に 、 ひ だ 谷 ６
２ 部 分 の 反 発 力 で ひ だ 谷 ６ ２ 部 分 が 移 動 す る こ と を な く す こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 不 織 布 品 は 、 ひ だ 山 ６ １ お よ び ひ だ 谷 ６ ２ 部 分 の 綺 麗 な 円 弧 形 状 が 得 や す い が 、
ク リ ー ニ ン グ を 繰 り 返 す と 芯 地 が ボ ロ ボ ロ に な り 易 く 、 特 に 、 家 庭 の 洗 濯 機 で 手 軽 に 洗 濯
す る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 上 の よ う に 、 従 来 の カ ー テ ン 用 芯 地 は 、 カ ー テ ン の ひ だ 山 部 分 お よ び ひ だ 谷 部 分 の 両
方 に 美 し い 円 弧 形 状 が 得 ら れ 、 し か も 、 カ ー テ ン の ひ だ 山 部 分 を 重 ね て 置 い た 場 合 に 、 ひ
だ 谷 部 分 が 移 動 し な い よ う に す る こ と が で き な か っ た 。 こ れ は 、 カ ー テ ン の ひ だ 山 部 分 に
要 求 さ れ る 芯 地 の 反 発 力 と 、 ひ だ 谷 部 分 に 要 求 さ れ る 芯 地 の 反 発 力 と が 相 違 し て い る こ と
に 基 づ く も の で 、 従 来 の 全 面 が 均 一 な カ ー テ ン 用 芯 地 で は 、 こ の よ う な 要 求 を 満 た す こ と
が で き な い た め で あ る こ と が 分 か っ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 カ ー テ ン の ひ だ 山 部 分 お よ び ひ だ 谷 部 分 に 美 し い 円 弧 形 状 が 得 ら れ
、 か つ 、 ひ だ 谷 部 分 を 重 ね 合 わ せ た 場 合 に 芯 地 の 反 発 力 で ひ だ 谷 部 分 が 移 動 し な い カ ー テ
ン 用 芯 地 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 カ ー テ ン の 上 部 に 縫 い 込 ま れ る カ ー テ ン 用 芯
地 に お い て 、 前 記 芯 地 の 幅 方 向 の 少 な く と も 一 端 側 に 、 芯 地 の 残 余 部 分 と は 反 発 力 が 異 な
る 異 反 発 力 領 域 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る カ ー テ ン 用 芯 地 で あ る （ 請 求 項 １ ） 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 の 「 少 な く と も 一 端 側 に 」 な る 用 語 は 、 本 明 細 書 及 び 特 許 請 求 の 範 囲 の 全 体 を 通 し
て 、 芯 地 の 幅 方 向 中 央 か ら 偏 心 し て い る 全 て の 場 合 を 含 む も の と し 、 必 ず し も 「 端 」 で あ
る こ と を 意 味 し な い 。 ま た 、 「 少 な く と も 一 端 側 に 」 な る 用 語 は 、 異 反 発 力 領 域 を 芯 地 の
幅 方 向 の 一 端 側 の み に 設 け る 場 合 、 両 端 側 に 設 け る 場 合 の 両 方 を 含 む こ と を 意 味 す る 。 ま
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た 、 「 芯 地 の 残 余 部 分 と は 反 発 力 が 異 な る 異 反 発 力 領 域 」 な る 用 語 は 、 そ の 異 反 発 力 領 域
の 反 発 力 が 残 余 部 分 の 反 発 力 よ り も 大 き な 場 合 、 異 反 発 力 領 域 の 反 発 力 が 残 余 部 分 の 反 発
力 よ り も 小 さ な 場 合 の 両 方 を 含 む 。 上 記 の い ず れ を 採 用 す る か は 、 カ ー テ ン 生 地 の 腰 の 強
さ な ど に 応 じ て カ ー テ ン 用 芯 地 に 要 求 さ れ る 反 発 力 に 応 じ て 、 任 意 に 選 択 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 は 、 よ り 具 体 的 に は 、 以 下 の よ う に 構 成 さ れ る 。 す な わ ち 、 前 記 異 反 発 力 領 域 が
、 芯 地 の 残 余 部 分 よ り も 反 発 力 が 大 き な 強 反 発 領 域 で あ る こ と を 特 徴 と す る カ ー テ ン 用 芯
地 で あ る （ 請 求 項 ２ ） 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 の 強 反 発 力 領 域 は 、 芯 地 の 幅 方 向 の 一 端 側 の み に 設 け る 場 合 、 両 端 側 に 設 け る 場 合
の 両 方 を 含 み 、 強 反 発 力 領 域 の 反 発 力 は 、 こ の カ ー テ ン 用 芯 地 が 縫 い 込 ま れ る カ ー テ ン 生
地 の 腰 の 強 さ に 応 じ て 、 任 意 に 設 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 は ま た 、 前 記 強 反 発 力 領 域 が 、 芯 地 の 残 余 部 分 の 縦 糸 よ り も 反 発 力 が 大 き な 縦 糸
を 織 り 込 ん で 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る カ ー テ ン 用 芯 地 で あ る （ 請 求 項 ３ ） 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 記 の 芯 地 の 残 余 部 分 の 縦 糸 よ り も 反 発 力 が 大 き な 縦 糸 は 、 そ の 材 質 、 断 面 積 、 断 面 形
状 、 織 込 幅 、 織 込 量 の い ず れ か 、 あ る い は そ れ ら の 組 み 合 わ せ に よ っ て 、 強 反 発 力 領 域 の
反 発 力 を 任 意 に 設 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 前 記 強 反 発 力 領 域 が 、 芯 地 の 幅 方 向 の 両 端 側 に 設 け ら れ 、 か つ 、 そ の
反 発 力 を 芯 地 の 両 端 側 で 異 な ら せ た こ と を 特 徴 と す る カ ー テ ン 用 芯 地 で あ る （ 請 求 項 ４ ）
。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 記 の 芯 地 の 両 端 側 に 設 け ら れ た 強 反 発 力 領 域 の 反 発 力 を 互 い に 異 な ら せ る た め に は 、
両 端 側 の 強 反 発 力 領 域 に 織 り 込 む 縦 糸 の 材 質 、 断 面 積 、 断 面 形 状 、 織 込 幅 、 織 込 量 の い ず
れ か 、 あ る い は そ れ ら の 組 み 合 わ せ を 異 な ら せ る こ と に よ っ て 、 実 現 す る こ と が で き る 。
織 込 幅 を 異 な ら せ る こ と は 、 最 も 簡 単 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 前 記 残 余 部 分 の 縦 糸 が 熱 融 着 糸 と ウ ー リ ー 糸 で 構 成 さ れ 、 前 記 横 糸 が
ポ リ エ ス テ ル の モ ノ フ ィ ラ メ ン ト か ら な る 第 １ 横 糸 お よ び ポ リ エ ス テ ル の モ ノ フ ィ ラ メ ン
ト か ら な る 第 ２ 横 糸 の 交 互 織 で 構 成 さ れ 、 前 記 強 反 発 力 領 域 を 構 成 す る 縦 糸 が ポ リ エ ス テ
ル の モ ノ フ ィ ラ メ ン ト で 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る カ ー テ ン 用 芯 地 で あ る （ 請 求 項
５ ） 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 前 記 強 反 発 領 域 を 構 成 す る 縦 糸 を 、 ポ リ エ ス テ ル の 扁 平 状 モ ノ フ ィ ラ
メ ン ト で 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る カ ー テ ン 用 芯 地 で あ る （ 請 求 項 ６ ） 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 前 記 強 反 発 力 領 域 を 構 成 す る 縦 糸 の 幅 方 向 の 端 部 に 、 少 な く と も １ 本
の 低 融 点 の ウ ー リ ー 糸 を 織 り 込 ん だ こ と を 特 徴 と す る カ ー テ ン 用 芯 地 で あ る （ 請 求 項 ７ ）
。
　 本 発 明 で い う 「 芯 地 」 に は 典 型 的 に は 織 物 （ 綾 織 や 平 織 な ど ） と 編 物 が 含 ま れ る が 、 こ
れ に 限 ら ず 、 さ ら に 不 織 布 や フ ィ ル ム シ ー ト な ど も 含 ま れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の カ ー テ ン 用 芯 地 に よ れ ば 、 カ ー テ ン の 上 部 に 縫 い 込 ま れ る カ ー テ ン 用 芯 地 に お
い て 、 前 記 芯 地 の 幅 方 向 の 少 な く と も 一 端 側 に 、 芯 地 の 残 余 部 分 と は 反 発 力 が 異 な る 異 反
発 力 領 域 を 設 け た の で 、 カ ー テ ン 用 芯 地 の 全 体 と し て の 反 発 力 は 、 ほ ぼ 芯 地 の 残 余 部 分 を
構 成 す る 縦 糸 の 反 発 力 に よ っ て 決 ま り 、 カ ー テ ン 用 芯 地 の 少 な く と も 一 端 部 の 反 発 力 は 、
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幅 方 向 の 少 な く と も 一 端 側 に 設 け ら れ た 異 反 発 力 領 域 の 反 発 力 に よ っ て 決 ま る の で 、 前 記
残 余 部 分 お よ び 異 反 発 力 領 域 の 反 発 力 を 適 宜 設 定 す る こ と に よ っ て 、 カ ー テ ン 生 地 の 腰 の
強 さ に 応 じ た 最 適 な カ ー テ ン 用 芯 地 の ひ だ 山 部 分 お よ び ひ だ 谷 部 分 の 反 発 力 を 実 現 す る こ
と が で き 、 カ ー テ ン の ひ だ 山 お よ び ひ だ 谷 の 形 状 を 綺 麗 な 円 弧 状 に す る こ と が で き て 、 カ
ー テ ン に 美 し い ひ だ を 形 成 す る こ と が で き る 。 ま た 、 カ ー テ ン の ひ だ 山 部 分 を 重 ね て 置 い
た 場 合 に 、 ひ だ 山 部 分 が 潰 れ た り 、 芯 地 の 反 発 力 に よ っ て ひ だ 山 部 分 が 移 動 し た り す る こ
と が な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 具 体 的 実 施 形 態 に よ る カ ー テ ン 用 芯 地 に よ れ ば 、 前 記 異 反 発 力 領 域 が
、 芯 地 の 残 余 部 分 よ り も 反 発 力 が 大 き な 強 反 発 領 域 で あ る の で 、 カ ー テ ン 用 芯 地 の 全 体 と
し て の 反 発 力 は 、 ほ ぼ 芯 地 の 残 余 部 分 の 反 発 力 に よ っ て 決 ま り 、 カ ー テ ン 用 芯 地 の 少 な く
と も 一 端 部 の 反 発 力 は 、 幅 方 向 の 少 な く と も 一 端 側 に 設 け ら れ た 強 反 発 力 領 域 の 反 発 力 に
よ っ て 決 ま る の で 、 カ ー テ ン 生 地 の 腰 の 強 さ に 応 じ た 最 適 な カ ー テ ン 用 芯 地 の 反 発 力 を 実
現 す る こ と が で き 、 カ ー テ ン の ひ だ 山 お よ び ひ だ 谷 の 形 状 を 綺 麗 な 円 弧 状 に す る こ と が で
き て 、 カ ー テ ン に 美 し い ひ だ を 形 成 す る こ と が で き る 。 ま た 、 カ ー テ ン の ひ だ 山 部 分 を 重
ね て 置 い た 場 合 に 、 ひ だ 山 部 分 が 潰 れ た り 、 芯 地 の 反 発 力 に よ っ て ひ だ 山 部 分 が 移 動 し た
り す る こ と が な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た ， 本 発 明 の カ ー テ ン 用 芯 地 に よ れ ば ， 前 記 強 反 発 力 領 域 が 、 芯 地 の 残 余 部 分 の 縦 糸
よ り も 反 発 力 が 大 き な 縦 糸 を 織 り 込 ん で 構 成 さ れ て い る の で 、 芯 地 の 残 余 部 分 を 構 成 す る
縦 糸 よ り も 反 発 力 が 大 き な 縦 糸 の 材 質 、 断 面 積 、 断 面 形 状 、 織 込 幅 、 織 込 量 な ど の い ず れ
か 、 ま た は そ れ ら の ２ 以 上 を 変 更 す る こ と に よ っ て 、 強 反 発 力 領 域 の 反 発 力 を 任 意 に 設 定
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 の カ ー テ ン 用 芯 地 に よ れ ば 、 前 記 強 反 発 力 領 域 が 、 芯 地 の 幅 方 向 の 両 端 側
に 設 け ら れ 、 か つ 、 そ の 反 発 力 を 芯 地 の 両 端 側 の 強 反 発 力 領 域 で 互 い に 異 な ら せ た の で 、
芯 地 の い ず れ の 端 部 側 を 上 方 に し て カ ー テ ン に 縫 い 込 む か に よ っ て 、 芯 地 の 上 端 部 の 反 発
力 が ２ 段 階 に 変 更 で き る た め 、 一 つ の カ ー テ ン 用 芯 地 を 、 腰 の 強 さ が 異 な る ２ 種 類 の カ ー
テ ン 生 地 に 用 い る こ と が で き 、 ２ 種 類 の カ ー テ ン 用 芯 地 を 製 作 す る 場 合 に 比 較 し て 、 製 造
、 保 管 、 輸 送 な ど に 便 利 で あ る 。 特 に 、 芯 地 の 幅 方 向 の 両 端 部 の 反 発 力 が 大 き な 縦 糸 の 織
込 幅 を 異 な ら せ る と 、 両 強 反 発 力 領 域 の 違 い が 一 目 瞭 然 で あ り 、 取 り 扱 い に 便 利 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 の カ ー テ ン 用 芯 地 に よ れ ば 、 前 記 残 余 部 分 の 縦 糸 が 熱 融 着 糸 と ウ ー リ ー 糸
で 構 成 さ れ 、 前 記 横 糸 が ポ リ エ ス テ ル の モ ノ フ ィ ラ メ ン ト か ら な る 第 １ 横 糸 お よ び ポ リ エ
ス テ ル の モ ノ フ ィ ラ メ ン ト か ら な る 第 ２ 横 糸 の 交 互 織 で 構 成 さ れ 、 前 記 強 反 発 力 領 域 を 構
成 す る 縦 糸 が ポ リ エ ス テ ル の モ ノ フ ィ ラ メ ン ト で 構 成 さ れ て い る の で 、 残 余 部 分 の 縦 糸 を
構 成 す る ウ ー リ ー 糸 に よ っ て 、 横 糸 と の 絡 み 合 い が 強 化 さ れ て 、 織 成 後 、 加 熱 ロ ー ル に 通
す ま で の 縦 糸 お よ び 横 糸 の 乱 れ が 防 止 で き る 。 ま た 、 横 糸 を ポ リ エ ス テ ル の モ ノ フ ィ ラ メ
ン ト か ら な る 第 １ 横 糸 お よ び ポ リ エ ス テ ル の モ ノ フ ィ ラ メ ン ト か ら な る 第 ２ 横 糸 の 交 互 織
で 構 成 し た の で 、 芯 地 の 幅 方 向 の 反 発 力 は ポ リ エ ス テ ル の モ ノ フ ィ ラ メ ン ト か ら な る 第 １
横 糸 に よ っ て 得 ら れ 、 加 熱 に よ る 縦 糸 と の 交 絡 力 は ポ リ エ ス テ ル の モ ノ フ ィ ラ メ ン ト か ら
な る 第 ２ 横 糸 に よ っ て 得 ら れ る 。 さ ら に 、 残 余 部 分 の 縦 糸 よ り も 反 発 力 が 大 き な 縦 糸 を 構
成 す る ポ リ エ ス テ ル の モ ノ フ ィ ラ メ ン ト の 断 面 積 、 断 面 形 状 、 織 込 幅 、 織 込 量 の い ず れ か
、 ま た は こ れ ら の 組 み 合 わ せ に よ っ て 、 強 反 発 力 領 域 の 反 発 力 を 芯 地 の 残 余 部 分 の 反 発 力
よ り も 大 き く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 の カ ー テ ン 用 芯 地 に よ れ ば 、 前 記 強 反 発 力 領 域 を 構 成 す る 縦 糸 を 、 ポ リ エ
ス テ ル の 扁 平 状 モ ノ フ ィ ラ メ ン ト で 構 成 し た の で 、 ひ だ 山 を 形 成 し 易 く な る の み な ら ず 、
芯 地 の 嵩 を 増 大 す る こ と な く 、 芯 地 の 反 発 力 を 増 大 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】

10

20

30

40

50

(5) JP 2005-299048 A 2005.10.27



　 ま た 、 本 発 明 の カ ー テ ン 用 芯 地 に よ れ ば 、 前 記 強 反 発 力 領 域 を 構 成 す る 縦 糸 の 幅 方 向 の
端 部 に 、 少 な く と も １ 本 の 低 融 点 の ウ ー リ ー 糸 を 織 り 込 ん だ の で 、 こ の ウ ー リ ー 糸 が 低 融
点 の 第 ２ 横 糸 と 融 着 さ れ て 、 強 反 発 力 領 域 を 形 成 す る 縦 糸 の 乱 れ を 防 止 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 の カ ー テ ン 用 芯 地 の 実 施 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 の カ ー テ ン 用 芯 地 １ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 縦 糸 ２ と 、 高 融 点 の 第 １
横 糸 ３ ， 低 融 点 の 第 ２ 横 糸 ４ と を 交 互 に 格 子 状 に 織 成 し て 、 そ の 一 端 側 に 、 縦 糸 ２ よ り も
反 発 力 が 大 き な 縦 糸 ５ を 織 り 込 ん で 、 縦 糸 ２ ， 横 糸 ３ ， ４ に よ っ て 構 成 さ れ る 残 余 部 分 ６
よ り も 反 発 力 が 大 き な 強 反 発 力 領 域 ７ を 設 け た も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 カ ー テ ン 用 芯 地 １ の 全 体 の 幅 Ｗ は 、 カ ー テ ン の 丈 に よ っ て も 相 違 す る が 、 一 般 的 に ３ ０
ｍ ｍ 、 ５ ０ ｍ ｍ 、 ７ ５ ｍ ｍ 、 ９ ０ ｍ ｍ 、 １ ０ ０ ｍ ｍ な ど で あ る 。 縦 糸 ２ よ り も 反 発 力 が 大
き な 縦 糸 ５ を 織 り 込 ん で 構 成 さ れ た 強 反 発 力 領 域 ７ の 幅 ｗ は 、 カ ー テ ン 生 地 の 腰 の 強 さ な
ど に も よ る が 、 例 え ば 、 ５ ｍ ｍ ～ ２ ０ ｍ ｍ の 範 囲 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 前 記 縦 糸 ２ 、 第 １ 横 糸 ３ 、 第 ２ 横 糸 ４ お よ び 縦 糸 ５ は 、 モ ノ フ ィ ラ メ ン ト 、 マ ル チ フ ィ
ラ メ ン ト の い ず れ も 使 用 で き る が 、 縦 糸 ２ は 、 例 え ば 、 低 融 点 の ポ リ エ ス テ ル の 表 面 を 起
毛 し た ウ ー リ ー 糸 で 構 成 さ れ 、 第 １ 横 糸 ３ は 、 例 え ば 、 ポ リ エ ス テ ル の 円 形 断 面 形 状 の モ
ノ フ ィ ラ メ ン ト で 構 成 さ れ 、 第 ２ 横 糸 ４ は 、 例 え ば 、 ポ リ エ ス テ ル の 扁 平 断 面 形 状 の モ ノ
フ ィ ラ メ ン ト で 構 成 さ れ 、 縦 糸 ２ よ り も 反 発 力 が 大 き な 縦 糸 ５ は 、 例 え ば 、 ポ リ エ ス テ ル
の 断 面 円 形 状 の モ ノ フ ィ ラ メ ン ト で 構 成 さ れ る 。 縦 糸 ５ は 、 断 面 形 状 が 円 形 の モ ノ フ ィ ラ
メ ン ト だ け で な く 、 断 面 形 状 が 扁 平 状 の モ ノ フ ィ ラ メ ン ト を 用 い る こ と に よ っ て 、 断 面 積
が 大 き な モ ノ フ ィ ラ メ ン ト を 用 い て も 、 芯 地 １ の 嵩 を そ れ ほ ど 増 大 し な く て も 済 む 利 点 が
あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 上 記 の カ ー テ ン 用 芯 地 １ に よ れ ば 、 全 体 と し て の 反 発 力 は 、 芯 地 １ の 面 積 の 大 部 分 を 占
め る 残 余 部 分 ６ に よ っ て 決 定 さ れ る が 、 カ ー テ ン 用 芯 地 １ の 一 端 部 の 反 発 力 は 、 端 部 に 配
置 さ れ た 強 反 発 力 領 域 ７ の 反 発 力 に よ っ て 決 定 さ れ る 。 す な わ ち 、 上 記 の カ ー テ ン 用 芯 地
１ は 、 全 体 と し て の 反 発 力 と 、 一 端 部 の 反 発 力 と が 異 な る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 上 記 の カ ー テ ン 用 芯 地 １ を 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 強 反 発 領 域 ７ を 上 方 に し て カ ー テ ン 生
地 １ １ に 縫 い 込 む 。 す な わ ち 、 図 ２ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 カ ー テ ン 生 地 １ １ の 上 端 部 １ ２
か ら 所 定 寸 法 だ け 下 が っ た 位 置 に 、 カ ー テ ン 用 芯 地 １ を そ の 強 反 発 力 領 域 ７ が 下 方 に な る
よ う に 配 置 し 、 カ ー テ ン 生 地 １ １ の 芯 地 １ の 上 端 か ら 食 み 出 し た 部 分 １ ３ を 、 図 ２ （ Ｂ ）
に 示 す よ う に 、 芯 地 １ の 上 に 折 り 返 し 、 さ ら に 図 ２ （ Ｃ ） に 示 す よ う に 、 芯 地 １ の 部 分 を
カ ー テ ン 生 地 １ １ と と も に 折 り 返 し て 、 芯 地 １ の 上 端 部 お よ び 下 端 部 近 傍 を カ ー テ ン 生 地
１ １ と と も に 縫 製 （ １ ４ ， １ ５ ） す る 。 す る と 、 強 反 発 力 領 域 ７ が カ ー テ ン １ ０ の 上 端 側
に 位 置 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 そ し て 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 カ ー テ ン 生 地 １ １ お よ び 芯 地 １ の 重 な り 合 う 部 分 に 、 所 定
間 隔 で ひ だ 山 １ ６ を 形 成 す る 。 図 示 例 は １ 箇 所 に ひ だ 山 １ ６ を ３ 個 形 成 し た 場 合 を 示 す 。
こ れ ら ３ 個 の ひ だ 山 １ ６ は 、 そ の 前 面 の 中 央 部 が 縫 製 （ １ ７ ） さ れ 、 後 面 の 各 縁 部 １ ８ が
縫 製 （ １ ９ ） さ れ て い る 。 各 ひ だ 山 １ ６ ， １ ６ 間 は 、 ひ だ 谷 ２ ０ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 上 記 実 施 形 態 の カ ー テ ン １ ０ に お い て 、 カ ー テ ン １ ０ を 閉 じ た 場 合 の ひ だ 山 １ ６ お よ び
ひ だ 谷 ２ ０ 部 分 の 形 状 は 、 全 体 的 に は 芯 地 １ に お け る 残 余 部 分 ６ の 反 発 力 に よ っ て 決 ま る
が 、 ひ だ 山 １ ６ お よ び ひ だ 谷 ２ ０ の 上 端 部 分 は 、 芯 地 １ に お け る 端 部 部 分 の 強 反 発 領 域 ７
の 反 発 力 に よ っ て そ の 形 状 が 決 ま る 。 す な わ ち 、 芯 地 １ の 残 余 部 分 ６ と 強 反 発 領 域 ７ と の
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反 発 力 が 異 な る こ と に よ っ て 、 ひ だ 山 １ ６ お よ び ひ だ 谷 ２ ０ 部 分 と も に 、 綺 麗 な 円 弧 状 に
な り 、 カ ー テ ン １ ０ に 美 し い ひ だ が 形 成 さ れ る の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 な お 、 図 １ の カ ー テ ン 用 芯 地 １ は 、 図 ２ （ Ａ ） ～ （ Ｃ ） に 示 す よ う に 、 一 端 側 に 設 け た
強 反 発 力 領 域 ７ を 、 カ ー テ ン １ ０ の 上 側 に 配 置 す る 場 合 の み な ら ず 、 生 地 １ １ の 腰 の 強 さ
に よ っ て は 、 図 ２ （ Ｄ ） に 示 す よ う に 、 最 初 は 強 反 発 力 領 域 ７ を カ ー テ ン 生 地 １ １ の 上 側
に 配 置 し て お き 、 図 ２ （ Ｂ ） ～ （ Ｃ ） に 示 す よ う に カ ー テ ン 生 地 １ １ を ２ 回 折 り 返 し た 状
態 で 、 強 反 発 力 領 域 ７ が カ ー テ ン １ ０ の 下 側 に な る よ う に 配 置 し て 使 用 す る こ と も で き る
。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ４ は 本 発 明 の 異 な る 実 施 形 態 の カ ー テ ン 用 芯 地 ３ ０ を 示 す 。 こ の カ ー テ ン 用 芯 地 ３ ０
は 、 幅 方 向 の 両 端 側 に 残 余 部 分 ３ ６ よ り も 反 発 力 が 大 き く 、 か つ 、 互 い の 反 発 力 が 同 一 の
強 反 発 領 域 ３ ７ ａ ， ３ ７ ｂ を 形 成 し た も の で あ る 。 図 示 例 で は 、 両 強 反 発 領 域 ３ ７ ａ ， ３
７ ｂ の 反 発 力 を 同 一 に す る た め 、 両 強 反 発 領 域 ３ ７ ａ ， ３ ７ ｂ を 構 成 す る 縦 糸 ５ の 材 質 、
断 面 積 、 断 面 形 状 、 織 込 量 、 織 込 幅 ｗ 1 お よ び ｗ 2 を 同 一 に し た 場 合 を 示 し て い る 。 こ の よ
う に 、 芯 地 ３ ０ の 両 端 側 に 同 一 の 織 込 幅 ｗ 1 お よ び ｗ 2 で 同 一 の 反 発 力 の 強 反 発 領 域 ３ ７ ａ
， ３ ７ ｂ を 形 成 す る と 、 カ ー テ ン 用 芯 地 １ が 上 下 対 称 で あ る た め 、 カ ー テ ン 用 芯 地 １ の 織
成 工 程 で 長 さ 方 向 の 曲 が り が 無 く な る 利 点 が あ る 上 、 カ ー テ ン 生 地 １ １ に 縫 い 込 む 際 に 、
芯 地 ３ ０ の 上 下 を 判 別 す る 必 要 が 無 い た め 便 利 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ５ は 本 発 明 の さ ら に 異 な る 実 施 形 態 の カ ー テ ン 用 芯 地 ４ ０ を 示 す 。 こ の カ ー テ ン 用 芯
地 ４ ０ は 、 幅 方 向 の 両 端 側 に 残 余 部 分 ４ ６ よ り も 反 発 力 が 大 き く 、 か つ 、 互 い の 反 発 力 が
異 な る 強 反 発 領 域 ４ ７ ａ ， ４ ７ ｂ を 形 成 し た も の で あ る 。 互 い に 反 発 力 が 異 な る 強 反 発 領
域 ４ ７ ａ ， ４ ７ ｂ は 、 残 余 部 分 ６ を 構 成 す る 縦 糸 ２ よ り も 反 発 力 の 大 き な 縦 糸 ５ の 材 質 、
断 面 積 、 断 面 形 状 、 織 込 幅 、 織 込 量 の い ず れ か 一 つ 、 ま た は ２ 以 上 を 適 宜 設 定 す る こ と に
よ っ て 実 現 可 能 で あ る 。 中 で も 、 図 示 す る よ う に 、 強 反 発 領 域 ４ ７ ａ ， ４ ７ ｂ の 織 込 幅 ｗ
１ ， ｗ ２ を 異 な ら せ る こ と は 、 強 反 発 領 域 ４ ７ ａ ， ４ ７ ｂ の 違 い が 一 目 瞭 然 で あ る の で 取
り 扱 い が 便 利 で あ る 。 こ の よ う に 、 芯 地 ４ ０ の 両 端 側 に 互 い に 反 発 力 が 異 な る 強 反 発 領 域
４ ７ ａ ， ４ ７ ｂ を 形 成 す る と 、 カ ー テ ン 生 地 １ １ の 腰 の 強 さ に 応 じ て 、 図 ５ （ Ａ ） （ Ｂ ）
に 示 す よ う に 、 強 反 発 領 域 ４ ７ ａ ， ４ ７ ｂ の い ず れ か を 上 方 に し て 使 用 す る こ と に よ り 、
腰 の 強 さ が 異 な る ２ 種 類 の カ ー テ ン 生 地 １ １ に 対 し て 、 最 適 な 強 反 発 領 域 ４ ７ ａ ま た は ４
７ ｂ を 選 択 的 に 使 用 可 能 に な る 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
（ 実 施 例 １ ）
　 次 に 、 本 発 明 の カ ー テ ン 用 芯 地 の 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 １ に 示 す カ ー テ ン 用 芯 地 １ に お い て 、 各 構 成 要 素 を 次 の よ う に 構 成 し た 。
　 芯 地 １ の 幅 寸 法 Ｗ ： ９ ０ ｍ ｍ
　 縦 糸 ２ ： ポ リ エ ス テ ル の ウ ー リ ー 糸 （ 表 面 起 毛 糸 ） ３ ２ ０ デ シ テ ッ ク ス （ 単 糸 ）
　 第 １ 横 糸 ３ ： 直 径 寸 法 ０ ． ２ ３ ｍ ｍ の 断 面 円 形 状 の ポ リ エ ス テ ル モ ノ フ ィ ラ メ ン ト ４ ８
０ デ シ テ ッ ク ス
　 第 ２ 横 糸 ４ ： 長 径 寸 法 ０ ． ３ ｍ ｍ 、 短 径 寸 法 ０ ． ２ ｍ ｍ の 断 面 扁 平 状 の ポ リ エ ス テ ル モ
ノ フ ィ ラ メ ン ト １ ６ ７ デ シ テ ッ ク ス
　 縦 糸 ５ ： 直 径 寸 法 ０ ． １ ５ ｍ ｍ の 断 面 円 形 状 の ポ リ エ ス テ ル モ ノ フ ィ ラ メ ン ト ２ ２ ０ デ
シ テ ッ ク ス
　 残 余 部 分 ６ の 幅 寸 法 ： ７ ０ ｍ ｍ
　 強 反 発 領 域 ７ の 幅 寸 法 ｗ ： ２ ０ ｍ ｍ
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 上 記 の 実 施 例 の カ ー テ ン 用 芯 地 １ を そ の 強 反 発 領 域 ７ が 上 方 に な る よ う に カ ー テ ン 生 地
１ １ に 縫 い 込 み 、 所 定 間 隔 で ひ だ 山 １ ６ を 形 成 し た と こ ろ 、 ひ だ 山 １ ６ お よ び ひ だ 谷 ２ ０
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と も に 、 綺 麗 な 円 弧 状 に 形 成 さ れ 、 カ ー テ ン １ ０ に 美 し い ひ だ が 得 ら れ た 。 ま た 、 カ ー テ
ン １ ０ を ひ だ 山 １ ６ を 重 ね 合 わ せ て 置 い た と こ ろ 、 ひ だ 山 １ ６ の 潰 れ や 、 ひ だ 谷 ２ ０ 部 分
の 反 発 力 で ひ だ 谷 部 分 が 移 動 す る こ と が な か っ た 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ れ に 対 し て 、 縦 糸 ２ を 全 面 に 織 り 込 ん だ 強 反 発 領 域 ７ を 有 し な い 比 較 例 の カ ー テ ン 用
芯 地 を 縫 い 込 ん だ カ ー テ ン に お け る ひ だ 山 ま た は ひ だ 谷 は 、 不 定 形 、 か つ 、 不 均 一 な 弧 を
描 い て 、 カ ー テ ン に 美 し い ひ だ が 得 ら れ な か っ た 。 ま た 、 こ の カ ー テ ン を ひ だ 山 部 分 を 重
ね 合 わ せ て 置 い た と こ ろ 、 ひ だ 谷 部 分 の 芯 地 の 反 発 力 不 足 に よ っ て 、 ひ だ 谷 部 分 が 潰 れ て
し ま っ た 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
（ 実 施 例 ２ ）
　 上 記 実 施 例 １ に お け る 第 ２ 横 糸 ４ を 、 直 径 寸 法 が ０ ． ２ ５ ｍ ｍ の ポ リ エ ス テ ル の 断 面 円
形 状 の モ ノ フ ィ ラ メ ン ト ２ ５ ０ デ ニ ー ル に 変 更 し た の み で 、 あ と の 構 成 は 実 施 例 １ と 同 様
に 構 成 し た 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
（ 実 施 例 ３ ）
　 実 施 例 ３ の カ ー テ ン 用 芯 地 １ を 図 ６ に 示 す 。 こ の カ ー テ ン 用 芯 地 は 、 芯 地 １ の 両 サ イ ド
で ポ リ エ ス テ ル ウ ー リ ー 糸 ３ ２ ０ ／ １ の 縦 糸 と 、 ポ リ エ ス テ ル モ ノ フ ィ ラ メ ン ト 扁 平 糸 ２
２ ０ の 縦 糸 を 、 交 互 に 並 べ て い る 。 横 糸 は 、 ポ リ エ ス テ ル モ ノ フ ィ ラ メ ン ト ４ ８ ０ と ポ リ
エ ス テ ル 熱 融 着 糸 １ ６ ７ を 交 互 に 並 べ て い る 。 な お 、 図 示 の 縦 糸 お よ び 横 糸 の 本 数 は イ メ
ー ジ 的 に 示 し た も の で 、 実 際 の 本 数 と は 関 係 な い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
（ 実 施 例 ４ ）
　 実 施 例 ４ の カ ー テ ン 用 芯 地 １ を 図 ７ に 示 す 。 こ の カ ー テ ン 用 芯 地 １ は 、 芯 地 １ の 中 心 か
ら 左 右 両 側 に や や 偏 心 し た 位 置 で 、 ポ リ エ ス テ ル ウ ー リ ー 糸 ３ ２ ０ ／ １ の 縦 糸 と 、 ポ リ エ
ス テ ル モ ノ フ ィ ラ メ ン ト 扁 平 糸 ２ ２ ０ の 縦 糸 を 、 交 互 に 並 べ て い る 。 芯 地 １ の 中 央 所 定 幅
お よ び 左 右 両 端 所 定 幅 の 全 て の 縦 糸 は ポ リ エ ス テ ル ウ ー リ ー 糸 ３ ２ ０ ／ １ で あ る 。 横 糸 は
、 ポ リ エ ス テ ル モ ノ フ ィ ラ メ ン ト ４ ８ ０ と ポ リ エ ス テ ル 熱 融 着 糸 １ ６ ７ を 交 互 に 並 べ て い
る 。 な お 、 図 示 の 縦 糸 お よ び 横 糸 の 本 数 は イ メ ー ジ 的 に 示 し た も の で 、 実 際 の 本 数 と は 関
係 な い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
（ 実 施 例 ５ ）
　 実 施 例 ５ の カ ー テ ン 用 芯 地 １ を 図 ８ に 示 す 。 こ の カ ー テ ン 用 芯 地 １ は 、 芯 地 １ の 両 端 の
比 較 的 狭 い 所 定 幅 で 、 ポ リ エ ス テ ル ウ ー リ ー 糸 ３ ２ ０ ／ １ の 縦 糸 と 、 ポ リ エ ス テ ル モ ノ フ
ィ ラ メ ン ト 扁 平 糸 ２ ２ ０ の 縦 糸 を 、 交 互 に 並 べ て い る 。 芯 地 １ の 中 央 所 定 幅 の 全 て の 縦 糸
は ポ リ エ ス テ ル ウ ー リ ー 糸 ３ ２ ０ ／ １ で あ る 。 横 糸 は 、 ポ リ エ ス テ ル モ ノ フ ィ ラ メ ン ト ４
８ ０ と ポ リ エ ス テ ル 熱 融 着 糸 １ ６ ７ を 交 互 に 並 べ て い る 。 な お 、 図 示 の 縦 糸 お よ び 横 糸 の
本 数 は イ メ ー ジ 的 に 示 し た も の で 、 実 際 の 本 数 と は 関 係 な い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 以 上 説 明 し た 実 施 例 は い ず れ も 例 示 で あ り 、 縦 糸 と 横 糸 の 糸 の 種 類 、 太 さ 、 本 数 な い し
打 込 み 密 度 、 縦 糸 を 二 種 類 の 糸 で 構 成 す る 領 域 の 左 右 方 向 の 位 置 や 幅 の 大 小 、 芯 地 １ の 全
幅 な ど 、 用 途 に 応 じ て 種 々 変 更 可 能 な こ と は 勿 論 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 上 記 の 実 施 例 の カ ー テ ン 用 芯 地 １ を そ の 強 反 発 領 域 ７ が 上 方 に な る よ う に カ ー テ ン 生 地
１ １ に 縫 い 込 み 、 所 定 間 隔 で ひ だ 山 １ ６ を 形 成 し た と こ ろ 、 ひ だ 山 １ ６ お よ び ひ だ 谷 ２ ０
と も に 、 綺 麗 な 円 弧 状 に 形 成 さ れ 、 カ ー テ ン １ ０ に 美 し い ひ だ が 得 ら れ た 。 ま た 、 カ ー テ
ン １ ０ を ひ だ 山 １ ６ を 重 ね 合 わ せ て 置 い た と こ ろ 、 ひ だ 山 １ ６ 部 分 が 潰 れ た り 、 ひ だ 谷 ２
０ 部 分 の 反 発 力 で ひ だ 谷 部 分 が 移 動 し た り す る こ と が な か っ た 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 な お 、 上 記 の 実 施 形 態 は 、 本 発 明 の 典 型 的 な も の を 示 し た も の で あ っ て 、 本 発 明 は こ の
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実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 精 神 を 逸 脱 す る こ と な く 種 々 の 変 形 が 可 能
で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 例 え ば 、 本 発 明 の カ ー テ ン 用 芯 地 は 、 図 示 す る よ う な 横 開 き 式 の カ ー テ ン に 好 適 な も の
で あ り 、 レ ー ル 天 井 付 け の Ａ フ ッ ク と 称 さ れ る 形 式 の も の 、 あ る い は 、 レ ー ル 正 面 付 け の
Ｂ フ ッ ク と 称 さ れ る 形 式 の い ず れ に も 適 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 の カ ー テ ン 用 芯 地 は 、 図 示 す る よ う な 横 開 き 式 の カ ー テ ン に 好 適 な も の で
あ る が 、 西 欧 に お い て 良 く 用 い ら れ て い る 、 ひ だ 部 分 が 丸 く な っ て い る ゴ ブ レ ッ ト ひ だ カ
ー テ ン に も 適 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る カ ー テ ン 用 芯 地 の 一 実 施 形 態 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の カ ー テ ン 用 芯 地 を カ ー テ ン 生 地 に 縫 い 込 む 要 領 を 示 し 、 （ Ａ ） は カ ー テ ン
生 地 上 に カ ー テ ン 用 芯 地 を 配 置 し た 状 態 の 正 面 図 、 （ Ｂ ） は カ ー テ ン 生 地 で カ ー テ ン 用 芯
地 を 巻 き 込 ん だ 状 態 の 正 面 図 、 （ Ｃ ） は カ ー テ ン 生 地 お よ び カ ー テ ン 用 芯 地 を 縫 製 し た 状
態 の 正 面 図 、 （ Ｄ ） は 図 １ の カ ー テ ン 用 芯 地 の 異 な る 使 用 例 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 （ Ａ ） は 図 ２ （ Ｃ ） の カ ー テ ン 生 地 お よ び カ ー テ ン 用 芯 地 に ひ だ 山 お よ び ひ だ 谷
を 形 成 し た カ ー テ ン の 前 面 斜 視 図 、 （ Ｂ ） は 後 面 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 異 な る 実 施 形 態 の カ ー テ ン 用 芯 地 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の さ ら に 異 な る 実 施 形 態 の カ ー テ ン 用 芯 地 の 正 面 図 で 、 （ Ａ ） は そ の 一 使
用 例 、 （ Ｂ ） は 他 の 使 用 例 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 例 ３ を 示 す カ ー テ ン 用 芯 地 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 例 ４ を 示 す カ ー テ ン 用 芯 地 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 実 施 例 ５ を 示 す カ ー テ ン 用 芯 地 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 従 来 の カ ー テ ン 用 芯 地 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 従 来 の カ ー テ ン 用 芯 地 を 用 い た カ ー テ ン の 問 題 点 を 示 す カ ー テ ン の 上 面 図 で 、
（ Ａ ） は ひ だ 山 部 分 、 （ Ｂ ） は ひ だ 谷 部 分 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 　 １ 　 カ ー テ ン 用 芯 地
　 　 ２ 　 縦 糸
　 　 ３ 　 第 １ 横 糸
　 　 ４ 　 第 ２ 横 糸
　 　 ５ 　 縦 糸 よ り も 反 発 力 が 大 き な 縦 糸
　 　 ６ 　 残 余 部 分
　 　 ７ 　 異 反 発 力 領 域 （ 強 反 発 力 領 域 ）
　 １ ０ 　 カ ー テ ン
　 １ １ 　 カ ー テ ン 生 地
　 １ ６ 　 ひ だ 山
　 ２ ０ 　 ひ だ 谷
　 ３ ０ ， ４ ０ 　 カ ー テ ン 用 芯 地
　 ３ ７ ａ ， ３ ７ ｂ ， ４ ７ ａ ， ４ ７ ｂ 　 強 反 発 力 領 域
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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